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　鶏足山は町の南西部に位置し、栃木県との県境にそびえ、四季を
通じて多くの登山客が訪れる観光の名所です。
　空気が澄んだ日には、山頂から太平洋や日光・那須方面の山々を
見渡すことができ、登山道からは富士山を眺めることができます。

イベントカレンダー
新年あいさつ
まちのわだい
お知らせ
第12回 城里町マラソン大会結果
新しい民生委員・児童委員が決まりました
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非常勤特別職・嘱託・臨時職員を募集します
Dr.健康コラム
学校だより
文化財さんぽ＆文芸しろさと
桂図書館・資料館だより
１才になりました
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しろさと広報2017年 1月 2

１月中旬～２月上旬
城里町イベントカレンダー

２月１日（水）

22日（日） しろさとネットワーカー等連絡協議会設立記念イベント
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１月中旬～２月上旬
城里町イベントカレンダー
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■臨時窓口（カレンダーに表記）
　〇心配ごと相談／
　　町の相談員、弁護士による相談
　〇こころの相談会／
　　精神保健福祉士、保健師による相談
　〇生活自立相談／
　　相談支援員、就労支援員による相談

■常設窓口（受付時間は以下のとおり）
　〇消費生活相談／
　　（月・水・金 9:00～16:00）
　　消費生活相談員による相談
　〇教育相談〔うぐいすの広場〕
　　（火・木・金 10:00～17:00）
　　専門指導員による相談
　　相談専用 ☎029－288－2080
　　その他の問合せ／

各種相談のご案内

連　絡　先

　城里町の主なイベントをお知らせします。
　　…事前申込　　…対象者限定
　　…場所　　…問合せ

１月中旬～２月上旬
城里町イベントカレンダー

納税には簡単で便利な口座振替をご利用
ください。

人　数 前月比

19,429人　

9,465人　

9,964人　

7,088世帯　

人　口

世帯数

－19
－６
－13
±０

納期限は１月31日（火）です（12月１日現在・常住人口）
町の人口・世帯数 ＜今月の納税＞

町 ・ 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料
上 下 水 道 使 用 料
住 宅 使 用 料

（４期分）
（７期分）
（７期分）
（１月分）
（１月分）

１月15日（日）
16日（月）
17日（火）
18日（水）
19日（木）
20日（金）
21日（土）

23日（月）
24日（火）
25日（水）
26日（木）
27日（金）
28日（土）
29日（日）
30日（月）
31日（火）

２日（木）
３日（金）
４日（土）
５日（日）
６日（月）
７日（火）
８日（水）
９日（木）
10日（金）
11日（土）
12日（日）
13日（月）
14日（火）

お知らせ版１月号発行

心配ごと相談（10:00～12:00）

おはなし会（11:00～11:30）
シクロクロス茨城大会〔ふれあいの里〕

こころの相談会（13:30～16:30）
広報しろさと２月号発行
生活自立相談

ＮＨＫ「民謡をたずねて」公開収録

心配ごと相談（10:00～12:00）

スケート教室

期　日 場所 問合せ行　　　事

教育委員会事務局
桂 支 所
七 会 支 所

コミュニティセンター城里

社会福祉協議会

桂 図 書 館
環 境 セ ン タ ー
衛 生 セ ン タ ー
ホ ロ ル の 湯

☎029－288－7010
☎029－289－2211
☎0296－88－3111
☎029－289－4097
☎0296－88－2012
☎0296－88－2040
☎029－255－7501
☎029－288－6100
☎029－240－6550
☎0296－88－2321
☎029－288－7013
☎029－288－5575
☎029－289－2220
☎029－289－4535
☎0296－88－3210
☎029－289－4946
☎029－288－5525
☎0296－88－2311
☎029－288－7775

沢山歯科診療室
七会診療所（内科）
七会診療所（歯科）
上下水道お客様センター

常北保健福祉センター
七会保健福祉センター

常 北 公 民 館
桂 公 民 館
岩船地区公民館
七 会 公 民 館

　 城里町役場本庁舎　
　　☎029－288－3111（代）　
　　　 まちづくり戦略課
　　　 総務課　　　　　町民課
　　　 財務課　　　　　税務課
　　　 健康保険課　　　長寿応援課
　　　 福祉こども課　　農業政策課
　　　 都市建設課　　　下水道課
　　　 会計課　　　　　水道課
　　　 議会事務局　　　   農業委員会事務局

＜税務課から土曜窓口休止のお知らせ＞
　住民税申告相談のため、次の期間は土曜日午前中の窓口業務を休止
します。

２月４日（土）～３月25日（土）の毎週土曜日午前中

場 問

限申



しろさと広報 2017年 1月3

上遠野　 修
城里町長

小 林 祥 宏
城里町議会議長

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新

春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
議
会
活

動
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

城
里
町
議
会
も
益
々
充
実
を
図
っ
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
の
経
済
状
況
は
も
と
よ

り
地
方
経
済
も
大
変
厳
し
い
状
況
下
に

あ
り
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
と
い

う
大
き
な
社
会
構
造
の
問
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
も
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
福
祉

の
充
実
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
循
環

型
社
会
の
構
築
な
ど
、
地
域
に
即
し
た

特
色
あ
る
町
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

城
里
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

町
民
の
皆
さ
ま
が
将
来
に「
夢
と
希
望
」

を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
城
里
町
に
誇
り

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
町
づ
く
り
を
町

行
政
と
共
に
力
強
く
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

常
日
頃
か
ら
、
町
民
の
意
思
を
把
握

し
、
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
と
負
託
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
議
員
一
同
、
議
会
活
動
に
全

力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
が
城
里
町
に
と

っ
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
と
同

時
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
皆
さ
ま
方
か
ら
の
力

強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
町
政

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

重
責
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
心
か
ら

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
城
里
町
で
は
、
①「
働
く
場
所

を
つ
く
る
」、
②「
住
み
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
」、
③「
住
む
場
所
を
つ
く
る
」、

④「
住
み
た
い
と
思
う
心
を
つ
く
る
」か

ら
な
る
未
来
に
向
け
た
四
つ
の
政
策
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
学
校
給
食
費
へ
の
補
助
や
、

５
歳
児
の
保
育
料
無
料
化
、
高
校
生
へ

の
通
学
費
助
成
な
ど
、
子
育
て
さ
れ
て

い
る
方
が
住
み
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た

め
、
城
里
町
独
自
の
子
育
て
支
援
事
業

を
展
開
し
ま
し
た
。

　
「
住
み
た
い
と
思
う
心
を
つ
く
る
」と

い
う
政
策
で
は
、【
城
里
学
ぶ
っ
く
】
と

い
う
城
里
町
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
教
科
書
を
現
在

作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
中
に
発
行
し
、
来
年
度
か
ら
学

校
の
授
業
等
で
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、

一
般
へ
の
販
売
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
特
に
、『
城
里
町
に
住
む
場
所

を
つ
く
る
た
め
の
住
宅
政
策
』
を
充
実

さ
せ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
故
郷
、
城
里
町
を
次
世
代

へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
今
後
と
も

町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

幸
せ
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

上遠野　 修
城里町長

小 林 祥 宏
城里町議会議長
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ま
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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　錫高野区で三世代交流を兼ねた「第７回錫高野区
民イモ煮会とカカシ祭り」が開催されました。
　会場には、今年もたくさんの手作りのカカシが展
示されました。カカシは実行委員会の呼びかけに賛
同した団体や個人により制作されたもので、人気の
キャラクターやオリンピックで活躍した選手、日常
生活を描いたものなど個性豊かな作品が並びました。
　当日は、幅広い年
齢層の方々がカカシ
を眺め、会場で配布
される芋煮や餅、大
判焼きなどを味わい、
お祭りを楽しみまし
た。

今年も力作が勢ぞろい
～錫高野 イモ煮会とカカシ祭り～

ＮＴＴ東日本と「災害時用公衆電話
の設置・利用に関する覚書」を締結

第44回 花と緑の環境美化コンクール
にて町内の団体・学校が受賞

水戸桜ノ牧常北校で
模擬選挙を実施

　平成28年度「大好き いばらき 県民運動表彰式」が、
水戸プラザホテルにおいて行われました。
　県内806の団体・学校の中から、地域の部では磯
野そよ風ガーデンクラブが、学校の部では石塚小学
校がそれぞれ茨城県知事賞を受賞しました。
　なお、茨城県知事賞を受賞した団体・学校は、平
成29年度から平成32年度まで「花と緑の県民運動」
モデル団体・学校として指定されます。

　水戸桜ノ牧常北校において、常北校・常磐大学・
町選挙管理委員会が連携し、模擬衆議院議員総選挙
を初めて実施しました。
　当日は、大学生による国政や選挙制度の種類・仕
組みなどの解説、立候補者による政見演説が行われ
ました。その後、町選挙管理委員会から投票の説明
を受け、実際の選挙でも使われる投票箱や記載台を
使用して、投票を行いました。
　廊下や掲示板等には
選挙公報や選挙啓発ポ
スターが掲示され、作
成した選挙公報を事前
に配布するなど、本番
さながらの模擬選挙を
実施しました。

　地震や台風などの災害発生時、町の指定避難所に
おける通信手段の確保や帰宅困難者の連絡手段の確
保を目的に、ＮＴＴ東日本と覚書を締結しました。
　これにより、避難所開設の際に、避難者の方は家
族や知人への連絡、災
害用伝言ダイヤル等へ
の通話が無料で利用で
きるようになります。
　電話回線は、コミュ
ニティセンター城里な
どの指定避難所７か所
に設置されました。

　コミュニティセンター城里において、平成28年度
第１回城里町総合教育会議を開催しました。
　会議では「城里町学校教育の方針」、「城里学ぶっく」、
「文化財保護」の３点が議題となりました。
　児童生徒の減少
に対する対策をは
じめ、本町の歴史
・文化の発信方法
などについて、各
委員と協議を行い
ました。

平成28年度 第１回
城里町総合教育会議を開催

　道の駅かつらで、御前山ハイキングとストーンア
ート体験が開催されました。
　那珂川・城里町御前山地区かわまちづくり推進協
議会の主催で実施された本イベントに、町内外から
親子連れなど約30人が参加しました。
　参加者は紅葉が見頃を迎えた御前山を散策した後、
河原で拾った石に
町のゆるキャラ「ホ
ロル」を描き、スト
ーンアートを楽し
みました。

紅葉の御前山ハイキングと
ストーンアート体験を開催
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〈準決勝〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
石塚ビックス ７－９ 上中妻ニューフレンズ（水戸市）

　水戸ホーリーホックの田向泰輝選手が、桂中学校
を訪れ、サッカー部とともに汗を流しました。
　生徒は緊張しながらも、田向選手の指導に耳を傾
け、部活動に取り組みました。
　部活動終了後、田向選手は「絶対に勝ちたいとい
う気持ちを持ち、負けず嫌いになってほしい」と生
徒にアドバイスをしました。

　町の青少年相談員が11月から12月にかけて町内の
店舗を訪問し、青少年の健全な成長のための環境づ
くりについて説明し、協力をお願いしました。
　青少年相談員は、青少年の健全育成・非行防止の
ために活動をしており、本町では、現在21名が委嘱
されています。
　定期的な地域
の巡視等のほか、
「青少年の健全育
成に協力する店」
の登録推進活動
を例年実施して
おり、今年度は
約70店を訪問し
ました。

水戸ホーリーホックの選手が
桂中学校にて部活動指導

青少年相談員が店舗訪問活動を実施
　平成28年度地域文化功労者表彰式が東京都で行わ
れ、永年にわたる刀剣分野での功績により、谷津隆
夫さん（石塚）が文部科学大臣より表彰されました。
　谷津さんは、昭和62年から現在まで29年間にわた
り、県銃砲刀剣類登録審査委員を務められています。
平成３年からは日本美術刀剣保存協会茨城県支部長
としても、刀剣類
の保存・管理、日
本刀の鑑定・製作
・研磨技術の保存
・向上に大きく貢
献し続けています。

地域文化功労者表彰

　県内16チームが参加して行われた上記大会にお
いて、石塚ビックス野球スポーツ少年団（小学校４
年生以下）が初出場しました。２試合勝ち進みまし
たが、準決勝で敗れ、第３位となりました。

稲敷市新利根総合運動公園  軟式野球場ほか

▲第３位　石塚ビックス野球スポーツ少年団 ▲優　勝　フレンズ

常北公民館　体育室
秋季ママさんバレーボール大会

　町内６チームが参加して行われた上記大会の結
果は次のとおりです。

第５回 県ジュニアスカイカップ野球大会

優　勝　フレンズ　　　準優勝　ドリーム
第３位　ＢＥＬＩＥＶＥ、桂スパーク　　
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申
込
先
・
問
合
せ  

健
康
保
険
課

　

☎
０
２
９－

２
４
０－

６
５
５
０

お 

知 

ら 

せ

「
ス
マ
ー
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

就
農
相
談
会「
新
農
業
人
フ
ェ
ア

in
い
ば
ら
き
」を
開
催
し
ま
す

相
続
登
記
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

問
合
せ　

　
（
公
社
）茨
城
県
農
林
振
興
公
社

　

☎
０
２
９－

２
３
９－

７
１
３
１

水戸税務署から確定申告のご案内

相
談
先

◯
茨
城
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
９－

２
２
５－

０
１
１
１

◯
茨
城
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
２
９－

２
５
９－

７
４
０
０

◯
水
戸
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　

☎
０
２
９－

２
２
７－

９
９
２
２

２月は「相続登記はお済みですか月間」
◇近日のイベント　※入館者限定のイベントです。
　・１月15日（日）「手づくり市」
　　10:00～17:00／２階リラックスルーム前
　・１月22日（日）「ホロルまつり」
　　10:00～17:00／2階大広間ステージほか
◆休館日
　１月10日（火）、16日（月）、23日（月）、30日（月）、
　２月６日（月）、13日（月）、20日（月）、27日（月）
問合せ　ホロルの湯　☎029－288－7775

期　間　２月16日（木）～３月15日（水）
　　　　土・日（※）を除く、午前９時～午後４時
※２月19日（日）、26日（日）は受け付けます。
会　場　中央ビル４階（水戸市泉町2－3－2）
※会場施設には無料駐車場がありませんので、公共
　交通機関をご利用ください。
※上記期間中、水戸税務署では申告相談を行ってお
　りません。
＜申告時の注意事項＞
所得税及び復興特別所得税額
　各年分の基本所得税額（原則としてその年分の所
　得税額）に2.1％の税率を掛けて計算した金額。
公的年金
　平成23年度分以後の各年分において公的年金等の
　収入金額の合計が400万円以下であり、公的年金
　等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下であ
　る場合には、所得税の確定申告は必要ありません。

　詳しくは、水戸税務署にお問い合わせください。
問合せ　水戸税務署（水戸市北見町1－17）
　　　　☎029－231－4211（自動音声案内）

水戸税務署から確定申告のご案内

平成28年度分からは、
　マイナンバーの記載が必要です。

　茨城司法書士会において、相続登記の大切さを啓
蒙し、できるだけ早い時期に手続きをするように次
のとおり相談を受け付けます。
期　間　２月の１か月間（土曜・日曜・祝日を除く）
相談内容　相続登記に関する相談
相談料　無料
申込方法　県内の各司法書士事務所に電話にてお申
　し込みください。※事前予約制
問合せ　茨城司法書士会　☎029－225－0111

２月は「相続登記はお済みですか月間」２月は「相続登記はお済みですか月間」

 

開
催
日
・
主
な
内
容

〇
第
１
回　

２
月
18
日（
土
）

　

講
演
会
／「
無
理
な
く
運
動
習
慣
を
つ

　
　

け
る
た
め
の
効
果
的
方
法
」

　

会
場
／
常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〇
第
２
回　

２
月
23
日（
木
）

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
、
骨
密
度

　
　

測
定

　

会
場
／
ホ
ロ
ル
の
湯

〇
第
３
回　

３
月
１
日（
水
）

　

ヨ
ガ
、
血
管
年
齢
測
定

　

会
場
／
ホ
ロ
ル
の
湯

〇
第
４
回　

３
月
10
日（
金
）

　

ゼ
ロ
し
お
レ
シ
ピ（
調
理
実
習
）

　

会
場
／
常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

国
民
健
康
保
険
加
入
者（
40
〜

　

74
歳
）で
、な
る
べ
く
休
ま
ず
参
加
で

　

き
る
方
。

※

初
回
の
み
の
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

定
　
員　

20
名

※

初
回
は
50
名
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

参
加
費　

第
２
・
３
回
は
ホ
ロ
ル
の
湯

　

の
入
場
料
が
か
か
り
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間　

１
月
30
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

※

定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

※

内
容
等
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

茨
城
県
内
で
「
農
業
を
始
め
た
い
」、

「
農
業
法
人
等
に
就
職
し
た
い
」方
の
た

め
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

農
業
法
人
や
地
域
の
就
農
支
援
協
議

会
、
農
業
の
専
門
学
校
等
が
出
展
し
、

就
農
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

　

入
場
・
相
談
料
無
料
、服
装
自
由
で
す
。

日
　
時　

２
月
５
日（
日
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

開
催
場
所　

フ
ェ
リ
ベ
ー
ル
サ
ン
シ
ャ

　

イ
ン
（
水
戸
市
白
梅
２－

３－

86
）

　

不
動
産
の
相
続
登
記
を
せ
ず
に
放
置

し
て
お
く
と
、
所
有
者
の
実
態
把
握
が

困
難
と
な
っ
た
り
、
権
利
関
係
が
複
雑

に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
相
続
登
記
を
し
ま
せ
ん
か
。
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広　告広　告

県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院

「
総
合
実
務
科
」の
生
徒
募
集

広　告

募
　
　
集

町
職
員
人
事
異
動

※

課
長
補
佐
級
以
上
の
み
掲
載

問
合
せ　

　

県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院

　

☎
０
２
９－

３
０
０－

５
２
２
１

提
出
先
・
問
合
せ　

　

総
務
課（
〒
３
１
１－

４
３
９
１

　
　

城
里
町
石
塚
１
４
２
８－

２
５
）

　

☎
０
２
９－

３
５
３－

７
４
６
６

　
　

０
２
９－

２
８
８－

３
１
１
３

　
　

 soum
u@
tow
n.shirosato.lg.jp

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

城
里
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画（
第
３
次
）（
案
）に
関
す
る

城
里
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画（
第
３
次
）（
案
）に
関
す
る

　

本
町
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

28
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る「
城
里
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

（
第
２
次
）」を
策
定
し
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
終
了
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
や
新
た
な
課
題
を
踏
ま
え

た
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま

で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る「
城
里

町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画（
第
３
次
）」

を
策
定
中
で
す
。

　

こ
の
た
び
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

お
伺
い
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
内
容　

　

城
里
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

　

（
第
３
次
）（
案
）

■
募
集
期
間

　

１
月
10
日（
火
）〜
２
月
３
日（
金
）

※

郵
送
の
場
合
、
２
月
３
日
必
着

■
資
料
の
閲
覧
場
所

　

総
務
課（
本
庁
舎
２
階
）、
桂
支
所
、

　

七
会
支
所
、
各
公
民
館（
常
北
、
桂
、

　

七
会
）、桂
図
書
館
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ（http://w
w
w
.tow

n.shirosat

　

o.lg.jp

）

■
応
募
資
格　

次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す
る
方
。

①
町
内
の
住
所
を
有
す
る
方

②
町
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
業
所
を
有

　

す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の
他
の
団
体

③
町
内
に
所
在
す
る
事
業
所
ま
た
は
事

　

業
所
に
勤
務
す
る
方

④
町
内
に
所
在
す
る
学
校
に
在
学
す
る
方

⑤
町
税
の
納
税
者

■
応
募
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

　

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
郵
便　
　
　
　

②
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

③
電
子
メ
ー
ル　

④
持
参

■
注
意
事
項

　

個
人
の
場
合
は
氏
名
、
連
絡
先
を
、

法
人
ま
た
は
団
体
の
場
合
は
事
業
所
の

所
在
地
、
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
、
連

絡
先
を
明
記
の
う
え
、
総
務
課
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

※

電
話
な
ど
口
頭
で
の
ご
意
見
は
、
お

　

受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※

様
式
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
町
の
考
え
方
の
公
表

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
概
要
と
ご
意

見
に
対
す
る
町
の
考
え
方
は
、
３
月
上

旬
に
公
表
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
方
の

氏
名
及
び
住
所
等
の
個
人
情
報
の
公
表

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　　

県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院
で
は
、

「
総
合
実
務
科
」を
設
置
し
、
軽
度
の
知

的
障
害
者
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
前
期
の
生
徒
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間　

　

平
成
29
年
４
月
上
旬
〜
９
月
中
旬

※

授
業
料
は
無
料
で
す
。

訓
練
内
容

　

Ｏ
Ａ
実
技
、
販
売
、
清
掃
な
ど

募
集
人
数　

10
名

応
募
資
格　

軽
度
の
知
的
障
害
者

※

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は

　

公
的
機
関
で
こ
れ
と
同
等
と
判
断
さ

　

れ
た
方

受
付
期
限　

２
月
13
日（
月
）

選
考
日　

２
月
24
日（
金
）

応
募
先　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
派
遣（
12
月
１
日
付
）】

■
城
里
町
開
発
公
社
／
事
務
局
長   

増

　

井　

栄
一（
ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
参

　

事
兼
課
長
補
佐
）
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城里町表彰式典第12回 城里町表彰式典第12回

第12回  城里町マラソン大会第12回  城里町マラソン大会
【12月４日開催】

◆小・中学生　【部門別上位入賞者・敬称略】

◆一　般　【部門別上位入賞者・敬称略】

問合せ　教育委員会事務局　☎029－288－3135

小学１年
（１㎞）
小学２年
（１㎞）
小学３年
（２㎞）

４分33秒
４分50秒
４分14秒
４分22秒
７分56秒
７分59秒
７分41秒
７分44秒
７分48秒
８分04秒
７分18秒
７分51秒
10分41秒
11分28秒
10分01秒
11分47秒

船橋 　剛心（沢山小）
近澤 　玲那（石塚小）
阿久津 尚哉（石塚小）
池田 　薫音（石塚小）
小山 　悠人（石塚小）
江幡 　　楓（石塚小）
小滝 　　嵐（七会小）
市村 　莉沙（石塚小）
萩谷 　俊彦（石塚小）
塙 　茉結子（石塚小）
小松﨑 諒真（沢山小）
富田 　夏生（七会小）
綿引 　玲介（常北中）
佐久間 　渚（常北中）
今瀬 　要介（常北中）
池田 　彩乃（常北中）

男子
女子
男子
女子
男子
女子
男子
女子
男子
女子
男子
女子
男子
女子
男子
女子

記　録部門別 氏　名（ 学校名 ）
第　１　位

４分36秒
５分03秒
４分15秒
４分29秒
８分19秒
８分23秒
７分42秒
７分52秒
８分26秒
８分22秒
７分32秒
７分51秒
11分04秒
11分44秒
10分03秒
12分01秒

小島 　教右（石塚小）
海老根 心温（石塚小）
仲田 　海翔（石塚小）
飯村 　心温（常北小）
大内 　稜太（石塚小）
増子 　　遥（常北小）
軍司 　隼斗（石塚小）
海老根 　桜（石塚小）
横山 　　蓮（石塚小）
秋本 　帆花（七会小）
小圷 　優輝（七会小）
田中 　里奈（石塚小）
鷹野 　裕月（常北中）
塙 　　楓香（常北中）
市村 　蒼馬（常北中）
塙 　　桃華（常北中）

記　録氏　名（ 学校名 ）
第　２　位

４分41秒
５分10秒
４分17秒
４分36秒
８分25秒
８分27秒
７分54秒
８分48秒
８分32秒
８分26秒
７分35秒
８分08秒
11分04秒
12分01秒
10分05秒
12分10秒

久保田 愛琉（石塚小）
飯村 　優衣（七会小）
萩谷 　健真（石塚小）
海老根 空良（石塚小）
佐藤 　陽大（石塚小）
祐川 　　藍（石塚小）
岩田 蓮太郎（常北小）
鷹野 　桃伽（石塚小）
江幡 　瑞樹（沢山小）
大森 妃奈乃（常北小）
椎名 　琉偉（石塚小）
丹下 　風花（石塚小）
菊池 　亮敬（常北中）
添田 　知海（桂　中）
加倉井 辰哉（常北中）
小池 祐里佳（常北中）

記　録氏　名（ 学校名 ）
第　３　位順  位

記　録部門別 氏　名（ 住 所 ）
第　１　位

記　録氏　名（ 住 所 ）
第　２　位

記　録氏　名（ 住 所 ）
第　３　位順  位

一　 般
（３㎞）

男子
女子
壮年

９分32秒
14分53秒
11分19秒

皆川 　龍仁（城里町）
下条 　有加（城里町）
入野 　祐一（城里町）

10分04秒
15分03秒
11分31秒

川俣 　寛明（笠間市）
所 　　郷子（城里町）
関谷 　和人（城里町）

10分37秒
19分46秒
11分53秒

所 　　崇之（城里町）
桑野 　敬子（城里町）
薗部　 　守（水戸市）

小学４年
（２㎞）
小学５年
（２㎞）
小学６年
（２㎞）
中学１年
（３㎞）
中学2･3年
（３㎞）

城里町表彰式典第12回
　12月１日（木）、コミュニティセンター城里において第12
回城里町表彰式典・社会福祉大会を開催しました。
　式典では、様々な分野で町政の発展に寄与された方に対
する町の表彰と、地域福祉の向上に寄与された方に対する
町の社会福祉協議会の表彰が行われました。なお、今回の
表彰式典における町の表彰者等は次のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　  　〔敬称略・職名は在職当時〕

◆自治表彰◆　  
 ○農業委員　　
 　 根　本　正　典（石　塚）
 故 薗　部　文　明（徳　蔵）
 故 綿　引　幸　一（小　坂）
 ○教育委員会委員長
 　 卜　部　德　也（小　勝）

◆一般表彰◆
 ○防犯連絡員
 　 仲　田　一　司（塩　子）
 　 大　塚　啓　司（徳　蔵）
 　 森　島　忠　明（那珂西）

 ○区　長　　
 故 荒　川　幸　雄（上青山）
 　 真　崎　　　守（石　塚）
 　 石　川　丈　幸（那珂西）
 　 綿　引　征　一（下青山）
 　 永　山　賢　一（小　坂）
 　 阿久津　克　彦（下古内）
 　 小　幡　利　克（　粟　）
 　 佐　竹　信　義（阿波山）
 　 長谷川　　　毅（下阿野沢）
 ○寄　附
 　 　　木　久　夫（那珂西）
 ○消防団副団長
 　 折　笠　文　雄（錫高野）

◆感謝状◆
 ○区　長　　
 　 園　部　春　香（上入野）
 　 和　田　雅　治（阿波山）
 　 加　藤　忠　道（上赤沢）
 ○寄　附
 　 𠮷　田　孝　生（水戸市）
 　 加　藤　忠　道（上赤沢）
 　 ４×４ 山嵐／オフロード
 　 チームアウトレイジ
 　 　　木　陽　庸（阿波山）

問合せ　総務課
 ☎029－288－3111（内線212）
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新しい民生委員・児童委員が決まりました

氏　　名 担 当 地 域
寺　門　茂　雄
本　間　昭　人
金　子　陽　子
大　越　福　枝
高　圡　節　子
横　田　榮　子
海　東　和　昭
野　尻　雄　三
海　野　恵美子
寺　門　秀　雄
森　島　珠　江
大　越　フ　ミ
飯　村　次　男
松　　　　　隆
小　瀬　　　豊
小　瀧　利　雄
大　崎　勝　也
園　部　道　代
久保田　由美子
小　林　美恵子
大　津　　　満
加倉井　洋　子
高　安　光　子
小　島　哲　男
川　又　雅　子

石塚１、新町
新町、石塚西Ｂ
石塚２・３
石塚３、石塚西Ａ
石塚西、石塚西Ａ・Ｂ
石塚４・５
石塚６、大堀
石塚６・７、大堀
石塚７、大堀
那珂西１、中妻
那珂西２、中妻
那珂西２・３
石塚５、上泉
増井１
増井２、磯野
上入野１
上入野１・２
上入野２
上青山、勝見沢
下青山
春園、小坂
上古内
下古内１・２
下古内２・３
主任児童委員（常北地区）

常
　
北
　
地
　
区

氏　　名 担 当 地 域
入　野　博　行
佐　藤　のり子
秋　山　礼　子
坂　井　ひろ子
寺　門　敏　行
高　羽　わぐり
石　井　富美子
宮　田　東　藏
三　村　忠　守
関　　　一　男
加　藤　正　子
和　田　雅　治
仲　田　ひとみ
菊　池　良　子
蓮　田　雅　子
塩　沢　日出男
小田部　晴　美
富　田　　　正
卜　部　喜　満
清　水　あけみ
富　田　光　子
羽根石　ミヨ子
河　原　とし子
河原井　雄　一
阿久津　みさ子

上圷
上圷
下圷
下圷
粟
北方
高久
錫高野
孫根
岩船
高根、高根台
阿波山１
阿波山２
下阿野沢
上阿野沢
御前山
主任児童委員（桂地区）
徳蔵
小勝１
小勝２
塩子１・２
塩子２・３
上下赤沢
大網、真端
主任児童委員（七会地区）

桂
　
地
　
区

七
　
会
　
地
　
区

平成29年度  県立水戸南高等学校  生徒募集

新しい民生委員・児童委員が決まりました新しい民生委員・児童委員が決まりました

平成29年度  県立水戸南高等学校  生徒募集

　民生委員・児童委員が昨年11月30日に３年間の任期を終了し、12月１日付けで新たな委員が厚生労働大臣
より委嘱されました。各担当地域委員は下記のとおりです。

　県立水戸南高等学校は、毎日通学できない方でも学ぶことができる通信制(単位制)の高等学校です。
県立水戸南高等学校で学ぶ学生を次のとおり募集します。
願書交付　１月10日（火）から
※願書書類の交付を希望される方は、直接来校するか、郵便番号・住所・氏名・電話番号及び「通信制○○
　入学書類請求」（〇〇は『一般』、『編』、『転』のいずれかを記入してください）を明記した用紙と切手140
　円分を同封のうえ、応募先に郵送でお申し込みください。
願書受付期間　○一般入学（新入学）：３月10日（金）～23日（木）
　　　　　　　　※平日午前９時から午後５時まで
　　　　　　　○編入学・転入学：３月６日（月）～８日（水）
　　　　　　　　※午前９時から午後４時30分
応募資格　※いずれも県内に住所を有する方、または隣接県内に住所を有し、県内に勤務地がある方に限ります。
　○一般入学は中学生もしくはこれに準ずる学校を卒業または平成29年３月卒業見込みの方に限ります。
　○編入学は高等学校等に在籍していたが、現在は退学し、18単位以上を修得している方に限ります。
　○転入学は、現在高等学校に在籍し、18単位以上修得する見込みがあり、正当な理由がある方に限ります。
応募方法　応募書類は、県立水戸南高等学校へ直接来校し、応募してください。
応募先・問合せ　県立水戸南高等学校（通信制）　〒310－0804　茨城県水戸市白梅2－10－10
　　　　　　　　☎029－247－4284　　http://www.mitominami-h.ibk.ed.jp/

問合せ　福祉こども課　☎029－353－7265（直通）
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＜嘱託職員＞　雇用期間：平成29年４月１日～平成30年３月31日

＜臨時職員＞　雇用期間：平成29年４月１日～平成29年９月30日

＜非常勤特別職＞　雇用期間：平成29年４月１日～平成30年３月31日

介護支援専門員（１名） 日額10,075円地域包括支援センター
（長寿応援課）④

給食配膳員（５名） 時給800円常北幼稚園、石塚小学校

清　掃　員（１名） 時給850円常北公民館

幼稚園バス添乗員（２名） 時給800円常北幼稚園

公民館（常北、桂、七会）、
コミュニティセンター城里

学校給食センター
（常北、桂）

城里町非常勤特別職・嘱託・臨時職員を募集します

賃　金職種（募集人員）No. 勤務場所 備  考勤務形態
社会教育指導員（２名）
※社会教育関係講座の
企画・運営　　　

常北公民館、桂公民館

【 備  考 】
　※１　簡単なパソコン操作(Word、Excelを含む)ができること。
　※２　幼稚園教諭の資格を有すること。　　　　　　　※３　介護支援専門員の資格を有すること。
　※４　学校の長期休業期間中の勤務はありません。　　※５　シフト制
　※６　シフト制（平日：午後２時～５時、長期休業日：午前８時30分～午後５時）
　※７　通園バスが運行しない日の勤務はありません。

講　　　師（１名）

事 務 補 助（１名）

用　務　員（１名）

調　理　員（１名）

事 務 補 助（１名）

作　業　員（２名）

清　掃　員（１名）

①

②

③

⑤

職種（募集人員）

日額7,828円

日額6,588円

日額7,285円

日額5,100円

賃　金No.

常北幼稚園

七会公民館

桂中学校

常北学校給食センター

環境センター

七会診療所

勤務場所 備  考勤務形態
週５日（平日）
午前８時40分～午後５時10分
週５日（月曜日を除く）
午前８時30分～午後５時15分
週５日（平日）
午前８時05分～午後４時35分
週５日（平日）
午前８時～午後４時45分
週５日（平日）
午前８時30分～午後５時15分
週５日（日曜日・祝日勤務あり）
午前８時～午後4時45分

週５日（平日）
午前８時30分～午後５時15分

週３日（土曜・日曜日を含む）
午前８時30分～午後５時15分

※２

※１

※１桂支所または七会支所

※３

※１

※７

調理補助員（５名）

日直代行員（７名）

図書館職員（２名）

延長保育補助員（３名）

事務補助員（１名）

職種（募集人員）

時給850円

時給800円

時給850円

時給800円

時給850円

賃　金No.

桂図書館

常北幼稚園

コミュニティセンター城里

勤務場所 備  考勤務形態

週５日（平日）　１日４時間

週４日　１日２～４時間

週３日程度（月曜日を除く）
午後５時15分～10時15分

週２日（土曜・日曜日勤務あり）
午前９時30分～午後６時15分
週２～３日（平日）
午後２時～５時

週3～4日（土曜・日曜日勤務あり）
午前８時30分～午後５時15分

週２～３日（平日）
午前７時45分～９時15分
午後１時45分～３時15分

週３～４日（平日）
幼稚園：１日３時間
小学校：１日3.5時間

※５

※４

※６

※１

週５日（水曜・日曜日を除く）
午前８時～午後３時

①

※４、５

① 月額90,000円
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「
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道
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に
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す
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資
料
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思
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を
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し
ま
す

平成29年度 「いばらき女性特派員」を募集します

応募先・問合せ
　①教育委員会事務局（〒311－4303 城里町石塚1428－1 コミュニティセンター城里３階）
　　☎029－288－7010
　②総務課（〒311－4391 城里町石塚1428－25）　☎029－288－3111（内線212）
　③環境センター（〒311－4314 城里町下古内1680）　☎029－288－5525
　④長寿応援課（〒311－4391 城里町石塚1428－25）　☎029－288－3111（内線150）
　⑤国保七会診療所（〒311－4402 城里町小勝516）　  ☎0296－88－2012

　茨城県では、女性の視点を取り入れ、県民参加の開かれた広報活動を推進するため、「いばらき女性特派
員」を次のとおり募集しています。
活動内容
　○県の主要事業や施設などを取材し、県の広報紙「ひばり」に掲載する記事を作成
　○ツイッターで本県の情報を積極的（週２、３回程度）に発信など
任　期　平成29年４月上旬から平成30年３月31日までの約１年間
募集人員　４人
応募資格　以下の条件をすべて満たす方
　○県内在住の平成29年４月１日現在で満20歳以上の女性の方
　○公務員や議会の議員でない方
　○取材先の希望する日時に応じて取材できる方　※原則として平日の日中
　○自分で自動車を運転し、取材先（県内全域が取材範囲）まで移動できる方
謝　礼　年間６万円
応募方法　県広報広聴課、各県民センター、各市町村の窓口に備えてある応募用紙に必要事項を記入のう
　え、「女性特派員に応募する理由」と「地域の話題」をそれぞれ400字程度にまとめたものを添付して、
　郵送、電子メールまたはFAXのいずれかの方法で提出してください。
※応募用紙は茨城県ホームページ（http://wwwpref.ibaraki.jp/）の「平成29年度いばらき女性特派員の募
　集について」から様式をダウンロードすることができます。
応募期限　２月10日（金）　※当日消印有効
応募先・問合せ　茨城県広報広聴課　県民広報グループ（〒310－8555 水戸市笠原町978－6）
　　　　　　　　☎029－301－2128　　　 029－301－2168　　　koho3@pref.ibaraki.lg.jp

応募資格
　・地方公務員法第16条の欠格事項に該当しない方
　・普通自動車運転免許を有する方
　・勤務先まで通勤できる方
　　（交通費の支給には上限があります）
※臨時職員については、教育委員会事務局の臨時職
　員に１年間採用された後３か月以上経過していな
　い方は応募できません。

選　考　口述試験（後日、試験日程を通知します）
※嘱託職員は、社会保険に加入します。
必要書類
　・市販の履歴書(押印、顔写真貼付)
　・各免許状等の写し
　・健康診断書（１年以内のもの）※④のみ
応募方法　上記の必要書類を下記の応募先に郵送、
　または直接持参してください。
応募期間　２月１日（水）～14日（火）※当日消印有効

平成29年度 「いばらき女性特派員」を募集します

　

今
年
の
夏
に
、
城
里
町
と
水
戸
市
博
物
館

に
よ
る
展
示
会「
茨
鉄
線
・
旅
の
思
い
出（
仮

称
）」を
開
催
し
ま
す
。

　

展
示
会
で
は
、
た
く
さ

ん
の
思
い
出
を
残
し
つ
つ

廃
線
と
な
っ
た
、
茨
城
鉄

道
線
の
軌
跡
を
た
ど
る
た

め
、
茨
城
鉄
道
線
に
関
す

る
資
料
・
思
い
出
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
資
料
・
思
い
出

　

○
茨
城
鉄
道
線
の
車
両
・
駅
舎
・
沿
線
風

　
　

景
な
ど
の
写
真
や
映
像

　

○
茨
城
鉄
道
線
の
切
符
や
列
車
で
使
用
し

　
　

て
い
た
も
の（
部
品
や
銘
板
な
ど
）

　

○
茨
城
鉄
道
線
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

※

写
真
等
は
複
写
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。
展
示
可
能
な
資
料
は
拝
借
さ
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。
思
い
出
は
文
章
で
ご

　

提
供
い
た
だ
く
か
、
聞
き
取
り
を
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

資
料
・
思
い
出
の
募
集
期
限

　

４
月
30
日（
日
）

展
示
会
開
催
期
間（
予
定
）

　

７
月
３
日（
月
）〜
８
月
31
日（
木
）

展
示
会
会
場（
予
定
）

　

○
城
里
町
役
場
本
庁
舎
１
階　

町
民
ホ
ー
ル

　

○
ホ
ロ
ル
の
湯

申
込
先
・
問
合
せ

　

水
戸
市
立
博
物
館
（
水
戸
市
青
柳
町
４
５

　

６
６ 

水
戸
市
公
設
地
方
卸
売
市
場 

福
利

　

厚
生
会
館
２
階
）

　

☎
０
２
９－

２
２
６－

６
５
２
１

「
茨
城
鉄
道
線
」
に
関
す
る

　
資
料
・
思
い
出
を
募
集
し
ま
す
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城里町地域おこし協力隊Facebook

私たちの活動を更新して
います！
ぜひご覧ください！

Ｄr. 健康コラム

城里町国保七会診療所　上井　雅哉

日本のがん罹患とがん検診

■ 統計からみた日本のがん罹患と死亡の動向

■ がん検診の実状と目指すもの

https://www.facebook.
　　　　com/shirokoshi/

すい

　城里町地域おこし協力隊の連載、１月号は
下条有加が担当します！

―城里町地域おこし協力隊― Vol.９
　
城
里
町
に
移
住
し
て
、

初
め
て
年
を
越
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
一
同
、

本
年
も
城
里
町
の
魅
力
を

発
信
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
過
ご
せ
る
こ
と
を
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
は
11
月

に
開
催
さ
れ
た
「
ホ
ロ
ル

の
た
ま
ご
〜
城
里
町
民
ま

つ
り
〜
」
に
、
カ
フ
ェ
し

ろ
こ
し
を
出
店
し
ま
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
と
米
粉
の
ド
ー

ナ
ツ
を
販
売
し
、
米
粉
ド

ー
ナ
ツ
に
は
町
内
産
の
リ

ン
ゴ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
た

っ
ぷ
り
使
用
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
ご
購
入
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、「
翌
日
に

は
油
っ
ぽ
さ
を
感
じ
た
」

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は

改
良
を
加
え
、
城
里
町
の

お
土
産
品
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
12
月
に
は
、「
城
里
町
民

マ
ラ
ソ
ン
」
に
出
場
し
ま

し
た
。
自
然
豊
か
な
城
里

町
で
走
っ
た
り
、
歩
く
機

会
を
増
や
し
た
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　
町
の
皆
さ
ん
と
思
い
描

く
夢
や
、『
町
お
こ
し
』
に

つ
い
て
語
り
合
う
中
で
、

城
里
町
で
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
し
、
ど
の
よ
う
に
暮

ら
す
か
を
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
私
は
、
何

に
で
も
興
味
を
持
ち
や
す

く
、
気
軽
に
声
を
か
け
る

こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
方

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
の
活
動
と

し
て
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
、
城
里
町
全

体
が
盛
り
上
が
る
企
画
、

例
え
ば
「
旬
の
野
菜
を
使

っ
て
お
弁
当
を
作
っ
て
食

べ
よ
う
会
」、「
ス
ダ
ジ
イ

の
下
で
朝
市
」
な
ど
を
考

え
て
い
ま
す
。

　
今
年
一
年
も
『
城
里
町

の
た
め
に
本
気
で
考
え
て
、

す
ぐ
行
動
す
る
こ
と
』
を

念
頭
に
置
い
て
、町
お
こ
し

に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
写
真
は
、
休
耕
田
に
レ

ン
ゲ
ソ
ウ
の
種
を
蒔
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
春
に

は
花
が
一
面
に
咲
き
ほ
こ

り
ま
す
♪

　日本での３大死因はがん、心疾患、脳血管疾患で
すが、昭和56年以降がんが死亡原因の第１位となり、
その後もがんによる死亡者は増加しています。
　平成26年の男性のがん死亡者の部位は、肺が最も
多く、次いで胃、大腸（結腸がん＋直腸がん）、肝臓、
膵臓となっています。一方女性では大腸、肺、膵臓、
乳房の順となっています。
　平成24年の罹患数は、男性では胃、大腸、肺、前
立腺、肝臓の順に、女性では乳房、大腸、胃、肺、
子宮の順に多いです。
　胃、肝臓のがん死亡率は以前より減少しています
が、肺、大腸、膵臓、乳房による死亡者は増加して
います。年齢別の死亡率は、60歳代から増加（男性が
より顕著）しており、高齢化ががんによる死亡のリス
クであることに疑いはありません。しかし、大腸が
んや乳がん等の米国で罹患率の高いがんが増加して
いることは、がんが生活習慣要因に影響を受けるこ
とも示しています。
　平成24年の推計では、生涯でがんに罹患する確率
は、男性が63％、女性が47％です。およそ２人に１
人ががんに罹患するということになります。
　また、がん罹患数を死亡者数で割った比をみると、
全部位のがんで約2.4（男性2.3、女性2.5）でした。肺
がんは1.4、肝臓がんは1.6と比較的数値が低く、二
次予防（検診等により早期発見に努める）より一次予
防（生活習慣の見直し等により、がんの発生自体の予
防をする）の意義が高いと思われます。一方、胃がん
は2.7、大腸がんは2.8、乳がん（女性のみ）は5.9でした。

　こちらは、一次予防よりも二次予防による効果が
大きいと考えられ、今後さらに改善される治療によ
り、年次ごとに数値が高くなることが期待されます。

　死亡原因の上位であるがんの罹患を減らすため、
肺、胃、大腸、乳房、子宮の検診が行われています。
また、茨城県では市町村が行う検診に、前立腺も組
み込まれています。
　平成25年６月のがん対策推進基本計画では、がん
検診受診率を５年以内に50％以上とする目標を掲げ
ていますが、達成できていません。
　平成25年の全国の検診受診率（子宮がん20～69歳、
それ以外のがん40～69歳）は、平成22年と比べ改善
はされているものの、胃39.6％、大腸37.9％、肺42.3
％、乳房34.2％、子宮32.7％に留まっています。
　城里町ではどうでしょうか。町で行う検診のほか、
職域検診や人間ドックを受診されている方もいるた
め単純に比較はできませんが、肺・結核の検診受診
率は全国と同等でした。しかし、その他の項目では
20％に満たないものもありました。
　がん死亡者を減らすためのがん検診であり、受診
案内や受診勧奨により受診率を高めるよう、私たち
医師も努めるべきですが、同時
に一人ひとりが検診への意識を
持ち、毎年がん検診（乳がん、子
宮頸がんは２年ごと）を受けてい
ただくことが大切です。
（国立がん研究センターの統計を引用）

り かん
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問合せ

検索

学校のホームページでも
情報を随時配信しています。

常北小まつり＜三世代交流＞常北小まつり＜三世代交流＞常北小まつり＜三世代交流＞

城里町立常北小学校

城里町立常北小学校（城里町上青山410）　　029ー288ー2027　　FAX 029ー288ー2154

　
常
北
小
学
校
で
は
、
十
月
に

第
二
回
目
の
常
北
小
ま
つ
り
を

実
施
し
ま
し
た
。
音
楽
劇
の
発

表
、
三
世
代
ふ
れ
あ
い
制
作
、

地
域
の
方
々
の
講
演
等
を
行
い

ま
し
た
。

　
主
に
常
北
小
ま
つ
り
の
様
子

を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。
一
生

懸
命
に
頑
張
る
児
童
の
姿
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
、
保
護
者
・
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

「
明
る
く
思
い
や
り
の
あ
る
子
・

自
ら
学
び
考
え
る
子
・
あ
い
さ

つ
を
進
ん
で
す
る
子
・
最
後
ま

で
考
え
る
子
」
を
め
ざ
す
児
童

像
と
し
て
、
日
々
の
教
育
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
方
々
と
共
に

１年 　18名
２年 　18名
３年 　25名
４年 　20名
５年 　24名
６年 　21名
合計  126名

児童数自
ら
学
び
考
え
　
行
動
で
き
る

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
児
童
の

育
成 （12月１日現在）

【
教
育
目
標
】
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俳
　
句

短
　
歌

川
　
柳

ほ
つ

ら

さ
つ

ぼ

か
ん

ほ
う

ま
と

ど
う
い
ん

ほ
う

け
ん
い
ん

ちけ
っ
か

ふ

ざ

ご
う

こ
ん

か
い

ひ
の
き

し
ょ
め
い

ほ
ん
ぞ
ん

ぼ
く

み
つ
く
に

が
わ

と
く

ば

じ

は
く

げ
ん
ろ
く

そ
う
と
う
し
ゅ
う

し
ん
ご
ん
み
っ
き
ょ
う

き
ょ
う
し
ゅ

「
木
造
大
日
如
来
座
像
」

町
指
定
文
化
財

城
里
町
の
文
化
財
さ
ん
ぽ（
二
〇
）

も
く
ぞ
う
だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

こ
い
た
わ

ゆ

か
す
さ

ま

ご

い
く
さ

わ
こ
う
ど

ほ
う
き
が
わ

く
ち
ば
し

つ

ま

 

炬
燵
寢
の
父
ど
つ
ぷ
り
と
溺
れ
を
り

　
　
　
　
　
　 

飯
田
　
勇
一

嘴
を
背
に
乗
せ
て
を
り
鴨
昼
寢

　
　
　
　
　
　
　 

森
　
静
江

母
の
居
て
有
難
き
日
々
針
供
養

　
　
　
　
　
　 

中
野
　
千
賀
子

夜
明
け
霜
休
耕
田
の
乾
く
音

　
　
　
　
　 

仲
田
　
ま
ち
ゑ

亡
夫
の
座
は
今
も
そ
の
ま
ま
置
炬
燵

　
　
　
　
　
　 

今
瀬
　
多
代
美

浜
風
や
冬
帽
子
売
る
古
着
市

　
　
　
　
　
　 

綿
引
　
英
子

 

初
詣
何
を
願
う
か
人
の
波

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
多
蔵

今
年
ま
た
幸
多
か
れ
と
初
日
の
出

　
　
　
　
　
　 

車
田
　
綾
子

ト
ラ
ン
プ
は
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
孝
一

城
里
の
歴
史
と
伝
統
初
日
の
出

　
　
　
　
　
　
　 

川
原
　
清

蜜
柑
籠
み
ど
り
の
ひ
と
葉
添
へ
て
あ
り

　
　
　
　
　 

鯉
渕
　
寿
美
恵

土
産
屋
の
炬
燵
老
母
の
声
高
し

　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
昭
子

掘
炬
燵
堂
々
と
根
を
張
り
て
を
り

　
　
　
　
　
　 

竹
内
　
幸
子

あ
ざ
や
か
に
鳥
を
待
つ
色
実
南
天

　
　
　
　
　
　 

瀬
谷
　
博
子

丑
三
つ
に
大
太
鼓
の
音
年
明
け
る

　
　
　
　
　
　 

岩
下
　
金
司

一
点
の
白
鷺
釣
瓶
落
し
か
な

　
　
　
　
　
　 

田
口
　
勝
元

登
校
の
子
ら
が
蹴
散
ら
し
霜
柱

　
　
　
　
　
　 

寺
門
　
孝
子

箒
川
岩
を
か
む
流
れ
は
渓
深
く

崖
の
紅
葉
に
夕
陽
か
た
む
く

　
　
　
　
　 

冨
田
　
佐
智
子

運
動
会
文
化
祭
に
と
孫
か
ら
は

元
気
を
貰
い
老
い
を
生
き
て
く

　
　
　
　
　
　 

薗
部
　
光
子

新
し
い
息
吹
を
求
め
外
に
出
る

空
晴
れ
わ
た
り
爽
や
か
な
風

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
欽
子

天
高
く
蒼
に
澄
み
た
る
秋
空
に
　

田
を
め
ざ
す
か
銀
の
飛
機
光
げ

　
　
　
　
　 

杉
山
　
み
ち
こ

久
々
に
草
を
引
き
た
り
な
つ
か
し

き
土
の
匂
ひ
と
風
に
触
れ
つ
つ

　
　
　
　
　 

渡
辺
　
千
紗
子

国
道
の
黄
昏
ど
き
は
絶
え
間
な

く
車
の
ラ
イ
ト
続
き
て
凄
ま
じ

　
　
　
　
　
　
　 

枝
　
不
美

三
人
の
男
孫
愛
で
に
し
亡
き
母

の
願
い
は
一
つ
戦
争
な
き
世
を

　
　
　
　
　
　
　 

島
　
愛
子

八
十
路
な
る
我
が
身
お
も
い
て
早
々

と
予
防
接
種
を
受
け
て
来
た
れ
り

　
　
　
　
　 

坪
井
　
き
よ
子

ク
リ
ス
マ
ス
、バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
も
若
人
の
心
弾
ま
す
日
と
な
り

　
　
　
　
　 

萩
谷
　
登
喜
子

 

屋
敷
樹
を
伐
り
て
明
る
し
硝
子
戸

の
向
か
ふ
に
蒼
き
空
の
眩
し
さ

　
　
　
　
　
　 

大
森
　
久
子

は
な
れ
住
む
娘
ら
よ
り
老
へ
電
話

に
て
毎
夕
届
く
労
り
の
声

　
　
　
　
　
　 

青
栁
　
京
子

午
後
か
ら
は
台
風
来
た
る
影
響
か

枝
葉
も
ろ
も
ろ
わ
さ
わ
さ
揺
る
る

　
　
　
　
　
　 
所
　
美
惠
子

咲
き
盛
り
金
木
犀
は
我
が
庭
に

香
り
し
る
け
し
秋
陽
の
な
か
に

　
　
　
　
　
　 

山
形
　
式
妙

　

大
日
如
来
は
、
真
言
密
教
の
教
主

で
、
宇
宙
の
真
理
そ
の
も
の
が
こ
の

世
に
如
来
の
姿
と
し
て
現
れ
た
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
は
、
他

の
如
来
像
が
螺
髪
で
薄
い
衣
一
枚
を

着
す
る
だ
け
な
の
に
対
し
、
菩
薩
の

よ
う
に
髪
を
結
い
上
げ
宝
冠
や
胸
飾

り
等
の
豪
華
な
装
飾
品
を
身
に
纏
っ

た
王
者
の
姿
と
し
て
表
さ
れ
ま
す
。

　

宝
幢
院
に
安
置
さ
れ
る
町
指
定
文

化
財
の
「
木
造
大
日
如
来
座
像
」
は
、

胸
飾
り
な
ど
の
装
飾
品
は
失
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
品
良
く
温
和
な
お
顔
立

ち
で
、
胸
前
に
智
拳
印
を
結
び
、
右

足
を
上
に
し
て
結
跏
趺
坐
す
る
金
剛

界
の
大
日
如
来
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

材
質
は
檜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
、
像
高
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
五
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ
ー
ト
ル
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
。
平
安
時

代
の
作
で
、
県
内
の
大
日
如
来
像
で

は
最
古
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

体
内
に
は
二
つ
の
銘
文
が
残
さ
れ

て
お
り
、
頭
部
内
か
ら
首
部
に
か
け

て
記
さ
れ
た
墨
書
銘
に
は
、
こ
の
仏

像
は
白
馬
寺
の
本
尊
で
あ
り
、
当
時

は
観
音
像
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

体
部
内
背
面
に
刻
さ
れ
た
水
戸
藩

二
代
藩
主
徳
川
光
圀
に
よ
る
修
理
刻

銘
に
は
、光
圀
が
元
禄
年
間（
一
六
八

八
〜
一
七
〇
四
）
に
こ
の
大
日
如
来

像
を
修
理
し
、
宝
幢
院
に
移
し
て
安

置
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

墨
書
銘
の
白
馬
寺
は
、
江
戸
時
代

初
期
ま
で
石
塚
に
存
在
し
た
曹
洞
宗

の
寺
院
で
、元
禄
九（
一
六
九
六
）年
、

光
圀
の
命
に
よ
り
現
在
の
常
陸
太
田

市
天
神
林
町
に
移
っ
て
い
ま
す
。

解
説
文
／
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長 

小
山
映
一

問
合
せ　
教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
９

－

２
８
８

－

３
１
３
５

指
定
年
月
日
／
平
成
一
六
年
五
月
七
日

所
在
地
／
城
里
町
那
珂
西
　
管
理
・
所
有
者
／
宝
幢
院

町
指
定
文
化
財

「
木
造
大
日
如
来
座
像
」

城
里
町
の
文
化
財
さ
ん
ぽ（
二
〇
）

も
く
ぞ
う
だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う
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新着図書から

著  あさの あつこ

○
天
を
灼
く

★
新
刊
案
内
★

★
新
刊
案
内（
児
童
書
）★

著　和田　真希

○
野
分
け
の
あ
と
に

作  いりやま さとし

○
パ
ン
ダ
な
り
き
り
た
い
そ
う

い
ぐ
さ
だ

へ
き

※２月のおはなし会はお休みし
　ます。３月は通常通り、第２・
　４土曜日に開催します。

問
合
せ 

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課

  

☎
０
２
９－

２
８
８－

３
１
１
１

そ
ん

　町の現状を皆さんにお伝えし、町政
に対するご意見をいただくため、全７
回（９月25日～10月19日）の日程で町
政懇談会を開催しました。
　いただいたご意見、ご質問の一部と
進捗状況をお知らせします。
　
　町政に関するご意見は、目安箱でも
随時お受けしています。

■目安箱設置場所
　●役場本庁舎１階
　●桂支所
　●七会支所

平成28年度
町政懇談会報告
平成28年度
町政懇談会報告

し
ゅ
ん
せ
つ

　
父
は
切
腹
、
所
払
い
と
な
っ

た
天
羽
藩
上
士
の
子
・
伊
吹
藤

士
郎
は
、
藺
草
田
が
広
が
る
僻

村
の
大
地
を
踏
み
締
め
る
。

　
過
酷
な
運
命
を
背
負
っ
た
武

士
の
子
は
、
何
を
知
り
、
い
か

な
る
生
を
選
ぶ
の
か
？

　
母
へ
の
深
く
激
し
い
怒
り
と

憎
し
み
か
ら
、
食
べ
る
こ
と
を

や
め
て
い
た
。

　
一
生
こ
の
ま
ま
、
母
を
憎
ん

だ
ま
ま
、
私
は
生
き
て
い
く
の

か
。
苦
し
み
の
果
て
に
彼
女
が

見
い
だ
し
た
一
筋
の
光
と
は…

。

母
娘
の
確
執
を
描
く
。

　
な
り
き
り
た
い
そ
う
は
じ
め

る
よ
。
り
ょ
う
て
を
う
え
に
あ

げ
て
、
ぐ
ー
ん
と
の
び
て
。
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
、
バ
ナ
ナ
、
ひ
こ

う
き
、
お
に
ぎ
り…

。
さ
あ
、

つ
ぎ
は
な
に
か
な
？

　
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、
パ
ン

ダ
た
ち
が
だ
い
へ
ん
し
ん
し
ま

す
。

カレンダー  1・２月

【大活字本】▼星雲遙かに／佐藤雅美▼一命／滝口康彦▼日
月めぐる／諸田玲子ほか
【ＹＡ】▼英語に好かれるとっておきの方法／横山カズ▼投
票に行きたくなる国会の話／政野淳子▼響け！ユーフォニ
アム　シリーズ／武田綾乃ほか

◎大活字本（高齢者の方でも読みやすいように大きな活字で
　印刷された図書）、ＹＡ（中高生を中心とした、ヤングア
　ダルト世代向けの図書）を充実させました！

　
　

道
路
に
被
っ
て
い
る
樹
木

　

の
除
去
を
希
望
。

　
　

業
者
に
依
頼
し
、
除
去
し

　

ま
し
た
。

　
　

農
免
道
路
の
延
伸
を
希
望
。

　
　

平
成
29
年
度
の
予
算
に
地

　

形
測
量
費
を
計
上
。来
年
度
、

　

対
応
し
ま
す
。

　
　

側
板
の
無
い
農
業
用
排
水

　

路
の
土
壌
流
出
対
策
を
希
望
。

　
　

12
月
議
会
に
て
予
算
を
計

　

上
。
今
後
、
対
応
し
ま
す
。

　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
町
民

　

へ
の
配
布
を
希
望
。

　
　

来
年
度
、
各
世
帯
に
配
布

　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

松
山
集
落
内
を
大
型
ダ
ン

　

プ
が
通
る
。
規
制
を
希
望
。

　
　

笠
間
警
察
署
へ
規
制
の
要

　

望
を
提
出
し
、
注
意
喚
起
の

　

看
板
を
設
置
し
ま
す
。

　
　

勝
見
沢
地
内（
農
地
・
宅
地
）

　

の
除
草
を
要
望
。

　
　

農
地
は
区
長
と
対
応
を
協

　

議
し
、
宅
地
は
所
有
者
へ
除

　

草
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
　

下
水
道
に
つ
い
て
、
区
域

　

内
外
の
報
奨
金
の
公
平
な
取

　

り
扱
い
を
希
望
。

　
　

不
公
平
を
解
消
す
る
た
め

　

に
、町
要
綱
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
　

税
申
告
整
理
券
発
券
時
間

　

を
従
前
に
戻
し
、
不
正
防
止

　

の
た
め
職
員
の
配
置
を
希
望
。

　
　

８
時
30
分
か
ら
整
理
券
を

　

発
行
し
、
職
員
を
配
置
す
る

　

こ
と
と
し
ま
す
。

　
　

庁
舎
玄
関
の
傘
立
て
に
鍵

　

の
設
置
を
希
望
。

　
　

鍵
の
紛
失
を
考
慮
し
、
通

　

常
の
傘
立
て
に
変
更
し
ま
し

　

た
。

　
　

広
報
紙
に
広
告
募
集
の
掲

　

載
を
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　

年
１
回
程
度
掲
載
し
ま
す
。

　
　

上
青
山
消
防
詰
所
か
ら
先

　

の
町
道
の
拡
幅
を
希
望
。

　
　

計
画
中
で
す
。
現
在
は
、

　

用
地
測
量
を
実
施
中
で
す
。

　
　

町
道
と
農
地
の
高
低
差
が

　

あ
る
。
表
土
流
出
対
策
を
希

　

望
。

　
　

土
留
め
工
事
を
業
者
に
依

　

頼
し
ま
し
た
。

　
　

全
世
代
を
通
し
た
予
防
医

　

療
教
育
の
充
実
を
希
望
。

　
　

社
会
教
育
と
し
て
行
っ
て

　

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

増
井
農
免
道
路
に
防
犯
灯

　

の
増
設
を
希
望
。

　
　

防
犯
灯
設
置
基
準
に
基
づ

　

き
、
地
元
区
長
と
設
置
場
所

　

を
検
討
し
ま
す
。

　
　

川
床
の
浚
渫
を
県
へ
要
望

　

し
た
が
、
泥
置
き
場
の
確
保

　

に
困
っ
て
い
る
。

　
　

県
に
要
望
し
、
泥
置
き
場

　

を
紹
介
済
み
で
す
。

　
　

す
べ
て
の
公
共
施
設
に
洗

　

浄
便
座
の
設
置
を
希
望
。

　
　

常
北
公
民
館
の
一
部
に
つ

　

い
て
は
、
工
事
を
発
注
済
み

　

で
す
。
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１
月
生
ま
れ
の

１
才
は
８
人

城里町次世代育成支援金
申請はお済みですか？

「公民館美術展」が開催されました

城里町民特別ご招待券について城里町民特別ご招待券についてホロルの湯ホロルの湯
　この券は、自治会加入世帯に配付しています。住みよい地域社会を
つくるため、自治会の加入促進にご協力をお願いいたします。
※無効の印が押印してある券はお使いいただけません。

発
行
／
城
里
町
役
場
　
ま
ち
づ
く
り
戦
略
課

平
成
29年

１
月
４
日
発
行

携
帯

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
町
の
各
種
情
報
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://www.town.shirosato.lg.jp/
http://www.town.shirosato.lg.jp/mobile/index.html

茨
城
県
東
茨
城
郡
城
里
町
石
塚
1428-25

☎
０
２
９
－
２
８
８
－
３
１
１
１（
代
）

〒
311-4391

元気いっぱい渉です　城里町
のみなさん、よろしくお願い
します。

わんぱく娘さらちゃん
毎日にぎやかでみんな元気い
っぱい

甘えん坊将軍はるま
これからも甘えてきてね

１
月
生
ま
れ
の

１
才
は
８
人

父・純一さん　母・優子さん
安藤　渉くん（阿波山）

わたる

父・達也さん　母・百代さん
小川 暖真くん（石塚）

は る ま

父・勇生さん  母・恵梨香さん
ちゃん（石塚）寺門 幸咲

さ ら

　城里町では、３人以上の子を養育する保護者に対
し、次世代育成支援金（出生祝金、子育て支援金）を
支給しています。
対象者　18歳未満の子を養育する保護者で、下記の
　アまたはイに該当する方（事由発生日の前後１年
　間城里町に住所を有すること）
　ア．第３子以降が生まれた
　イ．第３子以降が３歳（６歳）に達した
※対象となる子については、右の図をご覧ください。
申請期間　①、②の基準日から１年以内
　①出生祝金…第３子以降が生まれた日
　②子育て支援金…第３子以降が３歳（６歳）に達した日
申請方法　印鑑と振込口座が確認できるもの（受給
　資格者名義の預金通帳のコピー等）を持参し、次
　の窓口で申請してください。
申請場所　福祉こども課、桂支所、七会支所
問合せ　福祉こども課　☎029－353－7265（直通）

18歳未満（※）の子のうち、第３子以降が対象
※18歳に達した日以降の最初の３月31日まで。

〇第３子以降が出生
　→ 出生祝金 10万円
〇第３子以降が３歳・６歳に到達
　→ 子育て支援金 各10万円

≪支給額≫

城里町次世代育成支援金城里町次世代育成支援金
申請はお済みですか？申請はお済みですか？ 第３子以降の子を養育している保護者に

出生祝金 と
　子育て支援金 を支給します

第１子第１子 第２子第２子 第３子第３子 第４子第４子

支給対象

　11月５日～20日の期間で各公民館において、公民館美術展が開催
されました。
　保育所（園）や幼稚園をはじめ、一般の方や公民館講座・各サークル
等の皆さんの渾身の作品が展示されました。

「公民館美術展」が開催されました

▲桂公民館 ▲七会公民館

▲常北公民館
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